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1849 年 6 月 18 日にアルフレッド・ド・ファルー 2 により提出された、公教育における教会権力




この『教育の自由』と題された未邦訳の演説全文の前半部 3、およびこの演説に先立ち 1849 年 6
月26日、ファルーによる法案が提出された直後になされたユゴーの短い演説（『教育に関する法案』）
を試訳し、その解題を行うこととしたい。
I. ファルー法（1850 年 3 月 15 日法）
　二月革命後に成立した臨時政府は、宗教	・	公教育担当大臣として共和派のイポリット・カルノー 4	
















を問いなおす—EU とムスリムのはざまで』、青土社、2010 年。工藤庸子著『宗教 VS. 国家—フランス＜政教分離＞と市民の
誕生』、講談社現代新書、2007 年。またフランスにおけるライシテの歴史については、以下に詳しい。ジャン・ボベロ著、三
浦信孝、伊達聖伸訳『フランスにおける脱宗教性（ライシテ）の歴史』、白水社、2009 年。伊達聖伸著『ライシテ、道徳、宗
教学—もうひとつの 19 世紀フランス宗教史』、勁草書房、2010 年。19 世紀フランスにおける共和派とカトリック教会のヘ
ゲモニー闘争を分析する研究書としては以下を参照。谷川稔『十字架と三色旗—もうひとつの近代フランス』、山川出版社、
1997 年。
2		1848 年 12	月 20 日から 1849 年 10 月 31 日まで宗教・公教育担当大臣（Ministre	de	l’Instruction	publique	et	des	Cultes）を
務めた。
3		「教育の自由」後半部の翻訳は「ヴィクトル・ユゴーによるファルー法反対演説（2）」に掲載予定。






（1849 年 6 月 26 日）と『教育の自由』（1851 年 1 月 15 日）である。「ライシテ」の宣言として
しばしば引用されるのは後者であるが、ここでは言及されることの少ない前者にも目を向けておき
たい。
II. ヴィクトル・ユゴー『教育に関する法律』（1849 年 6 月 26 日）


























































III.　ヴィクトル・ユゴー『教育の自由』（1851 年 1 月 15 日）
　亡命期から晩年にかけてのユゴーは、共和派の作家としてのイメージが強いが、2 月革命勃発時
には、共和政は時期尚早と判断し、オルレアン公妃による摂政制を主張している。彼は、1848 年
9		ここで「王政」とは 1830 年から 1848 年まで続いた七月王政を指す。
10	Victor	Hugo,	Œuvres	complètes,	vol.	Politique,	Robert	Laffont,	«Bouquins»,	1985/2002,	p.	376-377.	1985 年に出版されたこの
全集には、以下の注が添えられている。「教育における教会の優越を支持したド＝ムラン氏は、ヴィクトル・ユゴーに投じられ
た 18 票に対し、20 票を獲得し、コンセイユ・デタ行政部法案担当評定官（commissaire）に任命された。」
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た異議申立てとして残り続けるだろう 16」と記している。以下、『教育の自由』（1851 年 1 月 15 日）


















































































































































う思想は、フェリー法（教育の無償を定めた 1881 年 6 月 1 日法およびライシテを定めた 1882 年
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